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　韓国およびドイツの国際交流事業に参加した生徒による報告会を体育館で実施しました。今年度の7月に姉妹校

協定を結んだ韓国三槐高校に、７名の生徒が韓国を訪問し、ホームステイを行ってきました。現地での生活や学校

交流の様子を発表していました。言語や文化の違いに触れながらも、現地の生徒との交流を通じて、食事マナーや

国民性の違い、言語能力の習得など様々な学びがあったようです。また、9月末に姉妹校のドイツカントギムナジ

ウムの高校生が来日し、ホームステイ受け入れ行った本校生徒のうち代表5名が、交流の時の様子や受け入れの際

の注意点、ホームシックになった場合の対処法など、実際に一緒に生活をしたからこそ気付くことのできた異文化

や価値観を発表していました。年に一度実施する国際交流事業の報告会は、プログラムに参加した生徒から多くの

学びと刺激を受けることができ、全校生徒にとっても国際交流への興味が深まる貴重な機会となりました。来年度

20期生の修学旅行は韓国訪問の予定です。海外の雰囲気や文化の違いについてイメージを持てたことでしょう。

国際交流　韓国発表

２月１７日（火）

　福生市にある多摩川中央公園で、マラソン大会を実施しました。男女別に行われ、男子は約7キロ、女子は　　

約5キロのコースを走り切りました。ウォーミングアップを終え、スタート地点に立った生徒たちは、皆やる気に

満ち溢れた表情をしていました。雪がちらつく時間帯もありましたが、寒さに負けず最後まで諦めずに一歩一歩　

前に進む姿や、仲間同士で励まし合う姿が印象的でした。ペース配分を考えながら走る生徒もおり、体育の授業の

成果を存分に発揮できたことと思います。ゴール地点では先生から着順カードを受け取り、順位に喜ぶ生徒の姿も

見られました。また、順位に関わらず、最後まで頑張り抜き、やり遂げた経験は、生徒一人ひとりにとって大きな

自信に繋がったことでしょう。体力だけでなく、精神力や忍耐力も身に付けることができたと思います。

マラソン大会

東京都立青梅総合高等学校全日制

　　　　１～３月に行われたイベントをお知らせします。

　生徒たちはこの1年、日々の学習はもちろん、部活動や学校行事などにも意欲的に取り組み、　

それぞれの場所で力を発揮し、それぞれの目標達成や大きな成長ができたようです。今年度、

20周年という節目を迎え、変わらず多くの生徒が夢実現のために様々な体験をすることができ

ています。これもいつも支えて下さる方々のお陰です。来年度もどうぞよろしくお願いします。
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３月６日（金）　ドイツ・韓国交流事業　報告会



３月１３日（金）
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東京都立青梅総合高等学校

３月１１日（水）
　卒業する3年次生への感謝の気持ちを込めて、予餞会を実施しました。生徒会が中心となって企画・運営を行い、　
在校生がこれまでの感謝の思いを先輩に伝える温かい会となりました。在校生が作る花道を通って入場した3年次生
は、期待でいっぱいの表情をしていました。ステージでは、和太鼓部による迫力ある演奏やダンス部による華やかな
パフォーマンスが披露されました。また、先生方からのビデオメッセージでは、科目ごとにユーモアあふれるエール
がスクリーンに映し出され、会場は笑い声と歓声に包まれました。生徒会企画のクイズでは、皆積極的に挙手をして
参加し、3年次担任団の余興では大歓声が上がり、終始盛り上がりを見せていました。最後に、3年生の代表生徒から
青総を引き継いでもらう後輩に向けて力強いメッセージが送られました。在校生に見送られながら退場する３年次生
は、涙を流す生徒も見られ、名残惜しそうな様子でした。卒業間近の心に刻まれる思い出となったことでしょう。

　各種目に分かれて、体育行事
委員の生徒を中心に球技大会を
実施しました。体育館ではバレ
ーボール、グラウンドではドッ
ジボールとサッカーが行われま
した。どの試合も白熱した展開
となり、特に決勝戦では一進一
退の攻防に会場は大盛り上がり
となりました。生徒は互いに　
声を掛け合ったり健闘をたたえ
合ったりと、クラスの団結力が
さらに深まった様子でした。

球技大会

　厳かな雰囲気の中、第18回卒業式が挙行されました。当日は多くの保護者の皆様にご臨席いただき、卒業生の新た
な門出を温かく見守っていただきました。担任による呼名では、一人ひとりが大きな声で返事をし、代表生徒が堂々
とした姿で卒業証書を受け取っていました。これまでの担任の先生方との絆を感じられる場面となりました。送辞や
答辞では、それぞれの想いが込められており、「３月９日」の式歌合唱では、卒業生全員の別れを惜しむ美しい歌声
に会場は感動的な雰囲気に包まれました。18期卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。青総での学びや経験
を糧に、それぞれの進路で様々なことに挑戦し続けてください！これからの皆さんの活躍を期待しています。

公式X(旧ツイッター)公式ホームページ

卒業式

パフォーマンスコンテスト３月１９日（木）

４/６(月)　始業式　　４/７(火)　入学式（2・３年次　自宅学習）

予餞会

新年度の予定

３月２３日（月）

司会・進行は
生徒会が行い
ました！↓

　今年度も１年間の集大成とな
る英語でのパフォーマンスコン
テストが実施されました。それ
ぞれ年次の代表生徒が、全て英
語で、自分の心に響いた格言を
発表したり、韓国修学　旅行・
海外研修で体験したことや学ん
だことをジェスチャーを交えて
プレゼンしたりしました。司会
者も発表者も楽しんでいる様子
がとても印象的でした。さらな
る英語力向上を期待しています
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